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明
日
へ
む
か
う

　
『
二
十
一
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
』
今
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
。

　
仏
陀
の
教
え
は
、
不
変
恒
常
の
も
の

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
展
開
し
て
い
く
方

法
論
は
、
そ
の
時
代
の
背
景
が
加
味
さ

れ
る
。

　
「
二
十
一
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
も
、
現
在
を
十
分
認
識

し
、
そ
れ
を
立
脚
点
に
進
め
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
大
会
ま
で
に
五
百
弐
拾
有
余
日
、
こ

の
間
に
仏
陀
の
教
え
を
信
奉
し
て
い
る

人
々
の
叡
智
を
集
め
、
立
派
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
考
え
あ
げ
て
行
き
た
い
。

　
ま
た
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
考
え
あ
げ
ら

れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
実
践
す
べ
く
、

種
々
の
運
動
を
展
開
し
、
行
動
す
る
宗

教
の
面
も
大
い
に
強
調
し
て
行
く
べ
き

で
あ
る
。（写^は、

W
F
B
日
本
大
会
の
諸
問
題
な
ど
を
審
議
す
る
全
仏
常
務
理
事
会
腿
四
面
参
照
）
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聯
諾
日
本
大
会
テ
ー
マ
き
ま
る

第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
（
W

F
B
日
本
大
会
）
の
実
行
委
員
会
は
、
三
月
十

二
日
の
準
備
委
員
会
の
席
上
で
正
式
に
発
足
、

総
務
委
員
会
な
ど
九
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、
そ
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科
学
技
術
が
文
明
に
寄
与
し
て
来
た
面
は

高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
現
状
の
ま
ま
進
歩
発

展
の
み
を
追
求
す
る
な
ら
ば
自
然
を
破
壊

し
、
つ
い
に
は
人
類
の
絶
滅
を
招
く
危
険
す

ら
あ
る
。

　
科
学
技
術
の
進
歩
発
展
と
、
自
然
環
境
の

保
全
や
人
類
の
平
和
と
福
祉
と
を
い
か
に
調

和
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
今
日
、
人
類

に
課
せ
ら
れ
た
最

も
大
き
な
問
題
で

あ
る
。

　
従
来
、
自
然
は

の
構
成
メ
ン
バ
ー
が
承
認
さ
れ
た
。
　
（
委
員
会

の
委
員
は
多
少
配
置
替
え
さ
れ
た
）

　
こ
の
実
行
委
員
会
の
発
足
に
よ
り
、
俄
か
に

あ
わ
た
だ
し
く
な
り
、
彼
岸
明
け
に
は
ま
ず
枯

野
に
よ
る
公
害
問
題
、
先
進
国
と
開
発
途
上

国
と
の
聞
に
お
け
る
南
北
問
題
等
、
現
代
社

会
に
お
け
る
具
体
的
諸
問
題
を
考
慮
し
つ

つ
、
新
し
い
人
類
の
価
値
観
を
確
立
し
、
具

体
的
実
践
的
に
仏
教
の
本
旨
を
生
か
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
年
）
日
本
に

お
い
て
第
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
を
開
催
し

無
限
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
有
限

の
世
界
で
あ
り
、
人
類
も
そ
の
中
で
謙
虚
に

生
を
営
む
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
仏
教
の
立
場
か
ら
人
類
の

進
む
べ
き
道
を
明
ら
か
に
す
る
責
任
と
使
命

が
あ
る
と
痛
感
す
る
。

　
生
命
尊
重
の
見
地
か
ら
み
る
人
口
問
題
、

食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
資
源
問
題
や
工
業

て
か
ら
す
で
に
四
半
世
紀
の
歳
月
が
流
れ

た
。
し
か
し
そ
の
間
、
仏
教
徒
と
し
て
十
分

の
責
務
を
果
た
し
て
来
た
か
を
、
深
く
反
省

せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

　
二
十
一
世
紀
を
迎
え
る
の
は
、
今
日
よ
り

四
半
世
紀
に
満
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
状

の
ま
ま
で
は
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
人
類

の
存
在
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

一
回
の
総
務
委
員
会
が
開
か
れ
、
つ
づ
い
て
各

委
員
会
委
員
長
会
議
や
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
が

開
か
れ
、
ま
ず
テ
ー
マ
コ
一
十
一
世
紀
に
お
く

る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
趣

い
。　
ま
さ
に
人
類
は
、
そ
の
夫
来
を
輝
や
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
も
の
に
す
る
か
、
自
ら
を
暗
黒
の
底
に
つ

き
落
す
か
、
重
大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
昭
和
五
十
三
年

（
一
九
七
八
年
）
十
月
、
第
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
を
日
本
に
お
い
て
開
催
す
る
こ
と
　
”

は
、
極
め
て
意
義
の
深
い
も
の
が
あ
る
と
確

信
す
る
。

　
釈
尊
が
、
い
ま
こ
の
世
に
出
現
さ
れ
た
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

ら
ば
、
い
か
な
る
み
教
え
を
垂
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。
『
二
十
一
世
紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
世
界
の
仏

教
徒
が
一
堂
に
会
し
、
真
剣
な
討
議
を
通
じ

て
、
交
流
と
連
帯
を
深
め
、
新
し
い
価
値
観

の
確
立
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
照

す
具
体
的
方
策
を
も
っ
て
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
人
類
の
平
和
と
福
祉
に
寄
与
せ
ん
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
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意
書
、
業
務
分
担
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
事
務

局
も
数
次
に
わ
た
る
局
内
会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
い
て
険
討
を
重
ね
、
資
料
を
整
備
す
る

な
ど
実
動
体
制
に
入
っ
て
い
る
。

委
員
長
会
議
開
く

　
W
F
B
日
本
大
会
実
行
委
員
会
の
各
種
委
員

長
会
議
は
、
四
月
十
二
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

東
京
本
願
寺
の
大
谷
ホ
ー
ル
一
階
会
議
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
議
に
は
、
実
行
委
員
会
の
副
委
員
長

と
各
種
委
員
会
委
員
長
（
委
員
長
欠
席
の
場
合

は
代
理
者
）
、
W
F
B
事
務
局
が
出
席
、
鱒
渕

事
務
総
長
の
座
長
で
審
議
に
入
っ
た
。

　
議
題
は
各
種
委
員
会
の
業
務
分
担
の
確
認
に

関
す
る
件
で
、
事
務
局
提
出
の
資
料
に
も
と
づ

い
て
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
、
内
容
的
に
は
勧

募
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
質
疑
が
集
中
し
た

が
、
出
席
さ
れ
た
各
師
は
大
局
を
把
握
さ
れ
、

若
干
の
修
正
を
し
て
別
記
の
ご
と
く
了
承
さ
れ

た
。　
　
出
席
者
（
敬
称
略
順
不
同
）

　
桜
井
大
乗
、
新
間
信
雄
、
真
渓
義
貫
、
浅
井

堅
教
（
以
上
実
行
委
員
会
副
委
員
長
）
、
白
川

良
純
（
総
務
）
、
摩
尼
清
之
（
渉
外
）
、
村
野

宣
忠
（
広
報
）
、
久
保
埜
太
清
（
勧
募
①
）
、

郡
司
博
道
（
勧
募
②
）
、
小
林
忍
戒
（
勧
募

③
）
北
条
賢
三
（
会
議
）
、
高
辻
些
些
（
式

典
）
、
花
山
勝
友
（
記
念
事
業
）

　　…

ﾏ
員
会
業
務
分
担
…

　
【
総
務
委
員
会
】
人
事
、
文
書
等
を
含
む
庶

務
、
企
画
、
局
間
調
整
、
他
の
い
ず
れ
に
も
属
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さ
ざ
る
も
の
。

　
　
大
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
会

　
　
議
出
席
人
事
、
参
加
者
リ
ス
ト
カ
ー
ド
作

　
　
成
、
参
加
者
登
録
、
入
場
券
配
布
、
歓
迎

　
　
大
会
等
手
伝
い
動
員
、
礼
拝
導
師
選
定
、

　
　
起
草
委
員
日
本
側
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
、
関

　
　
西
事
務
局
と
の
打
ち
合
せ
、
特
別
寺
院
の

　
　
選
定
と
待
遇
、
組
織
委
員
会
の
役
割
と
人

　
　
選
に
つ
い
て
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
記
録

　
　
全
潰
以
外
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
対
理
事
会
）

　
【
記
念
事
業
】
仏
教
英
語
学
生
養
成
、
記
念

出
版
物
、
名
宝
展
、
墨
跡
展
の
企
画
、
実
施
。

　
【
勧
募
】
勧
募
。

　
　
勧
募
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
尊
皇
活
動
、
記
念

　
　
品
、
勧
画
帳
・
勧
募
袋
の
作
成
、
自
讃
え

　
　
の
調
整
。

　
【
経
理
】
会
計
、
勧
財
、
給
与
規
則
。

業
務
分
担
な
ど
を
協
議
す
る
委
員
長
会
議

　
【
渉
外
】
国
内
外
組
織
等
連
絡
調
整
。

　
　
W
F
B
本
部
と
の
連
絡
、
地
方
大
会
、
来

　
　
日
代
表
団
日
程
、
通
訳
依
頼
、
地
方
随
行

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
人
事
、
国
内
外
案
内
、

　
　
全
仏
以
外
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

　
【
広
報
】
国
内
外
広
報
（
新
聞
、
ポ
ス
タ
ー

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

　
　
日
報
・
会
議
報
告
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
プ

　
　
ー
ル
の
設
置
と
担
当
者
選
定
、
記
者
会
見

　
　
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
。

　
【
式
典
】
歓
迎
大
会
（
武
道
館
）
、
地
方
大

会
企
画
準
備
。

　
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、

　
　
参
加
者
輸
送
と
動
員
、
講
演
者
・
祭
典
出

　
　
演
者
の
選
定
と
依
頼
、
会
場
設
営
と
選
定

　
【
会
議
】
会
議
の
企
画
準
備
。

　
　
会
議
資
料
の
作
成
、
会
議
場
予
約
と
設
営

　
　
分
科
会
の
案
内
と
出
席
（
一
般
参
加
者
）

　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
パ
ネ
ラ
ー

　
　
会
場
、
参
加
者
、
案
内
等
）
、
会
議
油
島

　
　
依
頼
。

　
【
接
待
】
歓
送
迎
、
宿
泊
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

輸
送
。

　
　
来
日
代
表
団
む
と
の
日
程
表
、
歓
送
迎
ス

　
　
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
人
的
配
置
、
ホ
テ
ル
予
約

　
　
と
部
屋
割
、
滞
在
に
つ
い
て
の
オ
リ
エ
ン

　
　
テ
ー
シ
ョ
ン
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
主
催
団
体

　
　
依
頼
、
輸
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
（
送
迎
・

　
　
観
光
）
、
旅
行
業
社
依
頼
、
医
療
関
係
手

　
　
配
。総
務
委
員
会

第
一
回
総
務
委
員
会
は
、
彼
岸
明
け
の
三
月

二
十
五
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
讃
仏
会
議
室
に

お
い
て
開
か
れ
た
。
こ
の
総
務
委
員
会
は
、
人

事
、
文
書
、
企
画
、
局
間
調
整
等
を
か
か
え
る

た
め
、
各
委
員
会
の
ト
ッ
プ
に
開
か
れ
、
W
F

B
日
本
大
会
全
般
に
関
す
る
諸
問
題
を
討
議
し

た
。
特
に
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
公
募
し
た
テ

ー
マ
の
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
　
（
応
募
作
の

中
に
入
選
作
な
し
）
そ
の
他
に
ま
ず
委
員
長
会

議
を
開
く
こ
と
と
い
う
指
示
が
だ
さ
れ
た
。

　
第
二
回
総
務
委
員
会
は
四
月
十
二
日
午
後
二

時
よ
り
、
全
仏
会
議
室
に
お
い
て
、
左
記
の
議

題
で
開
催
さ
れ
た
。

　
①
趣
意
書
に
つ
い
て

　
開
催
趣
意
書
は
種
々
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
一
本
に
し
ぼ
る
こ
と
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
白
川
委
員
長
と
、
塩
入
、
杉
谷
、
西

村
の
各
委
員
の
問
で
協
議
し
、
早
急
に
成
文
化

す
る
こ
と
で
了
承
。

　
②
テ
ー
マ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

　
テ
ー
マ
は
種
々
案
が
出
さ
れ
た
が
、
富
来
に

む
か
っ
て
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
二
十
一
世

紀
に
お
く
る
仏
陀
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
決
定
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
あ
っ
て
も

よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
全
体
的
な
見
地
か

ら
「
世
界
の
仏
教
徒
は
連
帯
と
交
流
を
深
め
、

仏
陀
の
教
え
を
実
践
し
よ
う
」
が
出
さ
れ
た
。

　
③
規
則
に
つ
い
て

　
事
務
局
仮
案
に
つ
い
て
、
白
川
委
員
長
と
伊

東
委
員
で
成
文
化
し
、
委
員
会
に
は
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。式
典
委
員
会

　
「
式
典
委
員
会
」
が
四
月
十
九
日
午
前
十
時

よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
か
れ
、
歓
迎
大
会
を
中

心
に
討
議
さ
れ
た
。

一、

ｽ
迎
大
会
は
武
道
館
で
な
く
て
は
い
け
な

い
の
か
。
も
し
武
道
館
な
ら
、
そ
れ
に
専
念

す
る
事
務
局
員
が
数
人
必
要
で
あ
る
。
ま
た

現
在
の
予
算
を
オ
ー
バ
ー
す
る
と
思
う
。

一
、
式
典
内
容
と
し
て
、
雅
楽
、
日
本
の
祭
り

仏
教
讃
歌
、
万
灯
、
江
戸
消
防
、
念
仏
お
ど

り
、
人
間
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
な
ど
を
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
考
え
る
。
た
だ
そ
の
出

演
者
は
東
京
近
辺
が
よ
い
。

一
、
武
道
館
以
外
な
ら
ば
、
国
立
劇
場
、
東
京

文
化
会
館
、
日
比
谷
公
会
堂
、
サ
ン
ケ
イ
ホ

ー
ル
な
ど
は
ど
う
か
。

会
議
委
員
会

　
第
一
回
の
会
議
委
員
会
は
、
四
月
十
六
日
午

後
四
時
よ
り
全
仏
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

　
第
一
回
で
顔
合
せ
の
意
味
も
あ
っ
た
が
、
金

岡
秀
友
委
員
長
を
申
心
に
、
最
初
か
ら
熱
の
こ

も
っ
た
討
議
が
な
さ
れ
、
大
要
次
の
よ
う
な
こ

と
が
話
し
あ
わ
れ
た
。

　
歓
迎
大
会
等
の
日
取
り
が
正
式
に
決
ま
ら
な

い
と
、
会
議
日
程
な
ど
の
方
に
影
響
が
あ
る
の

で
早
急
に
決
め
て
欲
し
い
。

　
十
月
一
日
は
都
民
の
日
で
も
あ
る
の
で
、
歓

迎
大
会
は
九
月
三
十
日
に
繰
上
げ
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。

　
移
動
等
を
考
え
会
議
と
宿
泊
場
所
は
同
一
に

し
、
寺
に
て
は
式
典
の
み
の
方
が
よ
い
。
赤
坂

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
中
に
国
際
会
議
の
専
門
業

社
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
業
社
使
用
の
問
題

も
考
え
た
方
が
よ
い
。

　
次
回
は
会
議
テ
ー
マ
、
各
委
員
会
の
内
容
・

規
模
・
人
数
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
・
パ
ネ
ラ
ー
等
を
議
題
と
す
る
。
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渉
外
委
員
会

渉
外
委
員
会
は
、
四
月
十
四
日
午
前
十
時
よ

り
全
仏
会
議
室
に
て
開
か
れ
、
委
員
長
に
摩
尼

清
之
師
、
副
委
員
長
に
神
野
真
一
師
、
黒
川
孝

樹
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。
そ
の
結
果
、

次
の
よ
う
な
事
項
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
。

一
、
五
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
る
W
F
B
執
行

　
委
員
会
（
東
京
）
に
、
当
委
員
会
よ
り
一
名

　
出
席
を
希
望
す
る
旨
、
関
係
委
員
会
に
申
し

入
れ
る
。

一
、
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
代
表
の
、
大
会
参
加

旅
費
捻
出
に
つ
い
て
、
上
部
機
関
で
検
討
し

て
も
ら
う
。
二
国
の
国
情
、
国
内
寄
付
関
係

等
の
事
務
局
方
針
を
作
成
す
る
◎

一
、
地
方
大
会
に
つ
い
て
は
全
仏
組
織
局
と
協

議
し
、
そ
の
案
を
作
成
す
る
。

一
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
実
情
資
料
を
事

務
局
で
調
査
す
る
。

心
仏
常
務
理
事
会
開
く

W
F
B
日
本
大
会
　
テ
ー
マ
・
趣
意
書
を
承
認

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
は
、
四
月
十

八
日
午
後
二
時
よ
り
、
東
京
本
願
寺
遠
忌
記
念

館
に
お
い
て
開
か
れ
、
左
記
の
議
事
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
た
。

　
出
席
者
（
順
不
敬
略
）
田
辺
哲
崖
、
野
村
宗

春
、
藤
岡
義
昭
、
山
本
ス
ギ
、
貝
山
宣
泰
、
宮

部
幸
麿
（
代
）
、
申
里
徳
海
（
代
）
、
別
所
弘

因　
田
辺
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
、
議
事
録
署
名
委

員
に
野
村
宗
春
師
、
藤
岡
義
昭
師
を
選
出
し
て

議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
人
事
移
動
に
つ
い
て
」

常
務
理
事

　
〃
理
　
　
事

常
務
理
事

　
〃
評
議
員

大
島
白
道

中
山
理
々

大
石
好
文

中
里
徳
海

神
三
徳
祐

高
橋
良
暢

杜
多
信
雄

理
事
よ
り

　
〃
常
務
よ
り

新
任
退
任
新
任

〃

埼
玉
鐵
仰
会

岐
阜
、

天
台
宗

　
〃
　
〃
　
〃

　
　
　
　
中
村
義
応
　
退
任
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
田
中
俊
晃
　
〃
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
鈴
木
昭
吾
　
新
任
　
　
　
陣
門
流

　
　
　
　
水
本
大
岳
　
退
任
　
　
　
　
〃

　
以
上
の
人
事
移
動
が
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
W
F
B
日
本
大
会
実
行
委
員

会
お
よ
び
事
務
局
人
事
に
つ
い
て
」

　
実
行
委
員
会
、
事
務
局
の
人
事
を
承
認
。

　
議
案
第
三
号
「
W
F
B
日
本
大
会
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
」

　
テ
ー
マ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
趣
意
書
等
を
提
議

し
了
承
さ
れ
た
◎
規
則
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
説

明
し
、
成
文
後
に
理
事
会
へ
提
議
す
る
。
実
行

委
員
会
発
足
後
に
開
か
れ
た
各
委
員
会
に
つ
い

て
報
告
。
W
F
B
執
行
委
員
会
が
五
月
二
十
一

日
に
京
王
プ
ラ
ザ
（
東
京
）
で
開
か
れ
る
旨
を

報
告
。

　
最
後
に
確
認
事
項
と
し
て
、
国
会
議
員
推
薦

取
扱
い
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

真
の
合
掌
の
心
を
生
む
御
仏
像
を

檜
の
万
難
聖
観
世
音
菩
薩

今
日
の
空
し
い
こ
と
の
多
い
人
間
社
会
の
中
で
、
仏
の
偉
大
な
力

を
授
か
ろ
う
と
す
る
人
々
は
数
多
く
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
我
が
心
の
寺
院
が
、
戦
前
戦
後
の
混
乱
期
に
、
尊
い

御
尊
像
を
失
っ
て
、
魂
こ
そ
残
っ
て
は
い
ま
す
が
、
お
姿
の
見
ら

れ
な
い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
こ
こ
に
当
協
会
の
長
年
の
指

導
の
も
と
に
観
仙
一
門
が
心
血
を
注
い
で
謹
刻
し
ま
し
た
一
灯
、

一
華
を
献
じ
さ
せ
ら
れ
る
気
持
に
な
る
聖
観
世
音
菩
薩
立
像
で
す
。

限
定
木
彫
と
し
て
、
宗
教
法
人
の
皆
さ
ま
に
格
安
に
て
御
奉
仕
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
込
み
方
法
は
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

受
付
電
話

全長

材質

価格

84㎝（2．75尺）

檜

￥320，000

日
本
彫
塑
普
及
協
会
御
難
仏
奉
仕
部

〒
m
東
京
都
文
京
区
白
山
一
～
一
三
～
一
～
二
〇
二
号

　
　
　
　
　
電
話
0
3
（
八
一
六
）
五
六
四
一

一4一
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『
ー
ー
華
華
ー
￥
ー
ー
欝
ー
ー
ー
ー
ー
ー
￥
ー
ー
尋
一
宝
ー
西
霞
蓉
一
￥
登
ー
ー
ー
醸

　
　
…
警
部

　
◆
春
秋
の
お
彼
岸
や
お
盆
に
は
、
墓
参
り

を
し
た
り
、
坊
さ
ん
に
お
経
を
あ
げ
て
も
ら

う
が
、
そ
れ
以
外
は
お
寺
と
接
触
が
な
い
。

ふ
だ
ん
の
生
活
も
、
仏
の
教
え
と
ほ
と
ん
ど

関
係
が
な
い
。
そ
ん
な
申
で
、
最
近
印
象
に

残
っ
た
の
は
、
寺
を
対
象
に
し
た
『
住
職
』

と
い
う
雑
誌
が
「
安
楽
死
」
の
問
題
を
と
り

あ
げ
、
仏
教
の
各
宗
派
に
公
式
見
解
を
聞
い

て
特
集
し
て
い
た
こ
と
だ
◆
米
国
の
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
最
高
裁
が
、
医
学
専
門
家
が

回
復
の
見
込
み
な
し
と
認
め
た
場
合
、
人
工

呼
吸
装
置
を
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
、
カ
レ
ン
・
ク
イ
ン
ラ
ン
さ
ん
の
“
死
ぬ

権
利
”
を
認
め
る
判
決
を
下
し
た
の
は
、
昨

年
三
月
末
の
こ
と
。
以
来
そ
の
是
非
を
め
ぐ

っ
て
、
さ
ま
ぎ
ま
な
論
議
が
か
わ
さ
れ
て
い

る
の
は
む
承
知
の
通
り
◆
そ
う
し
て
、
こ
の

特
集
で
見
る
限
り
、
こ
の
判
決
を
ど
う
考
え

る
か
、
統
一
し
た
見
解
は
仏
教
界
の
内
部
に

も
ま
だ
な
い
よ
う
だ
。
も
っ
と
も
、
判
決
は

7
1
陸
「
安
楽
死
」

妥
当
だ
と
積
極
的
に
肯
定
す
る
見
解
は
み
ら

れ
ず
、
目
立
つ
の
は
「
自
然
死
以
外
は
許
さ

れ
な
い
」
「
安
楽
死
は
ま
さ
し
く
他
殺
だ
」

「
殺
生
戒
を
犯
す
大
罪
だ
」
と
い
っ
た
、
こ

の
判
決
を
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
批
判

派
だ
◆
「
問
題
は
か
け
が
え
の
な
い
、
地
球

よ
り
重
い
生
命
な
の
だ
」
「
現
時
点
の
あ
さ

ム
ー
・
轟
”
サ
義
呂
A
響
三
囲
翼
群
1
熱
＝
録
￥
轟
㍑
言
一
轟
．
　
轟
轟
茎
匿
樋
Σ
毛
書
盒
“
Σ
糞
，
轟
り
三
碧
－
A
B
冒
目
糞
暮
・
轟
望
月
鍔
轟
轟
り
署
轟
δ
蓋
巽
サ
轟
ー
ハ
蓼
藍
一

仏
教
伝
道
文
化
賞
の
贈
呈
式

文
化
賞
平
山
氏
・
山
田
師
、
功
労
賞
土
岐
氏

　
第
十
一
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
（
仏
教
伝
道
協

会
・
宮
本
正
尊
理
事
長
）
の
贈
呈
式
は
、
三
月

二
十
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
東
京
・
芝
の
仏

教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
、
B
項
（
文
芸
・
美
術
・

音
楽
・
評
論
・
そ
の
他
）
よ
り
日
本
画
家
の
平

山
郁
夫
氏
と
、
C
項
（
伝
道
者
・
家
践
者
・
そ

の
他
）
よ
り
花
園
大
学
学
長
の
山
田
無
文
師
、

ま
た
功
労
賞
は
芸
術
院
会
員
の
土
岐
善
麿
氏
。

　
贈
呈
式
は
来
賓
多
数
参
列
の
な
か
で
、
沼
田

恵
範
常
務
理
事
の
礼
拝
、
葉
上
照
澄
顧
問
の
三

帰
右
文
の
あ
と
、
佐
藤
密
雄
選
定
委
員
長
よ
り

選
定
委
員
会
の
審
査
状
況
報
告
が
あ
り
、
宮
本

正
尊
理
事
長
か
ら
各
受
賞
者
に
賞
状
・
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
平
山
氏
の
受
賞
に
た
い
し
て
、
作

家
の
井
上
靖
氏
、
山
田
師
に
は
宮
本
正
尊
氏
、

土
岐
氏
に
は
能
の
喜
多
実
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
賛
辞

を
述
べ
た
あ
と
披
露
の
宴
が
も
た
れ
た
が
、
今

回
の
仏
教
伝
道
文
化
賞
に
つ
い
て
読
売
新
聞
は

は
か
な
知
恵
で
生
命
の
尊
厳
を
割
り
切
っ
て

欄
羅
叢
叢
講
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畷

は
触
れ
た
く
な
い
」
「
論
議
し
た
く
な
い
」
　
ゆ

蹴
難
購
羅
難
解
　

瓢
繍
鰐
髄
儀
筋
　

だ
か
釈
迦
に
説
法
め
く
が
、
こ
う
し
た
問
題
似

罫
鑓
勉
観
蕪
播
猷
　

と
に
こ
そ
、
仏
教
再
生
の
道
が
あ
る
の
で
は
　
q

蘇
矯
越
（
菱
つ
）
な
が
ら
考
　

月
韓
輔
㌍
編
集
手
帳
L
昭
和
明
年
4
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
茎
．

次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

　
　
最
近
「
東
洋
思
想
」
や
「
仏
教
」
を
自
己

　
の
も
の
と
し
て
問
い
直
そ
う
と
い
う
関
心
が

　
見
ら
れ
、
一
般
に
も
広
く
深
く
浸
透
し
て
き

　
た
よ
う
だ
。
昨
秋
、
吉
本
隆
明
氏
の
「
最
後

　
の
親
鶯
」
が
刊
行
さ
れ
、
幅
広
く
読
ま
れ
た

　
の
を
は
じ
め
、
「
仏
教
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

　
小
説
、
絵
画
、
音
楽
な
ど
芸
術
作
品
に
豊
か

　
な
成
果
が
み
ら
れ
る
。
丹
羽
文
雄
、
武
田
泰

　
淳
、
大
内
青
圃
氏
な
ど
過
去
十
回
の
受
賞
者

　
も
そ
う
だ
が
、
今
年
度
の
平
山
、
土
岐
氏
が

　
取
り
組
ん
だ
軌
跡
は
、
現
代
の
仏
教
と
は
何

　
な
の
か
、
日
本
文
化
と
仏
教
の
か
か
わ
り
と

　
は
何
か
、
を
問
い
続
け
た
も
の
と
い
え
る
。

　
ま
た
山
田
師
の
厳
し
い
人
格
と
社
会
批
判
は

今
日
の
仏
教
教
団
の
も
つ
病
巣
を
鋭
く
つ
き

仏
教
が
現
代
と
ど
う
切
り
結
ん
で
行
ぐ
べ
き

か
を
示
し
て
い
る
。
三
人
に
共
通
し
て
い
え

る
こ
と
は
、
深
い
宗
教
的
体
験
か
ら
自
然
に

あ
ふ
れ
で
る
表
現
が
、
人
の
心
を
う
つ
点
に

あ
る
。
　
（
三
月
二
十
六
日
、
夕
刊
）

戦
没
者
の
3
3
回
忌
法
要

沖
縄
で
浄
土
宗
と
日
蓮
宗

　
浄
土
宗
と
日
蓮
宗
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

最
後
の
激
戦
地
“
沖
縄
”
に
お
い
て
、
尊
い
犠

牲
と
な
ら
れ
た
戦
没
者
の
第
三
十
三
回
忌
追
悼

法
要
を
厳
修
し
た
。

　
　
（
浄
土
宗
）
　
　
　
　
　
　
　
。

　
浄
土
宗
で
は
三
月
二
十
九
日
、
糸
満
市
摩
文

仁
の
丘
に
お
い
て
慰
霊
追
悼
法
要
を
執
行
。
法

要
は
岸
信
宏
門
主
が
、
O
老
齢
に
も
か
か
わ
ら

ず
出
向
か
れ
て
大
導
師
を
つ
と
め
ら
れ
た
。
こ

の
日
は
四
百
名
が
本
土
か
ら
参
列
し
、
全
員
合

掌
し
て
念
仏
の
う
ち
に
戦
没
者
を
追
悼
し
、
そ

ぞ
ろ
三
十
三
年
前
の
あ
の
悲
惨
な
な
か
に
生
命

を
さ
さ
げ
た
人
々
の
魂
を
な
ぐ
さ
め
た
。

　
　
（
日
　
蓮
　
宗
）

　
日
蓮
宗
で
は
四
月
三
・
四
日
の
両
日
に
わ
た

っ
て
、
約
五
千
五
百
人
が
摩
文
仁
の
丘
に
結
集

「
沖
縄
戦
戦
没
者
追
悼
法
要
」
を
、
望
月
日
滋

管
長
大
導
師
の
も
と
に
営
ん
だ
。
と
に
か
く
五

千
人
以
上
の
参
列
者
の
た
め
入
場
順
だ
け
で
も

大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
参
列
者
の
規
律
あ

る
行
動
に
よ
り
荘
厳
な
る
法
要
で
、
平
和
の
祈

り
と
お
題
目
の
声
は
沖
縄
全
島
に
ひ
び
き
わ
た

っ
た
。
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新
生
．
全
日
仏
青
4
が
発
足

新
陣
容
で
決
意
も
新
た
に

　
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
全
日
仏
青
）
は
、
新

春
に
発
足
し
、
三
月
十
二
日
に
「
宗
派
・
都
道

府
県
門
青
代
表
者
会
議
」
を
浦
和
市
の
埼
玉
県

仏
教
会
館
で
開
き
、
役
員
選
出
な
ら
び
に
新
体

制
に
よ
る
組
織
強
化
な
ど
を
協
議
し
た
。

　
当
日
は
、
W
F
B
日
本
大
会
準
備
委
員
会
総

会
（
実
行
委
員
会
発
足
）
と
重
な
っ
た
が
、
全
国

よ
り
二
十
一
団
体
・
四
十
名
が
出
席
し
、
三
帰

依
文
の
あ
と
、
先
に
新
理
事
長
に
就
任
し
た
平

原
隆
秀
師
が
「
お
互
い
に
意
見
を
出
し
あ
い
共

に
歩
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
つ
づ
い
て
大
島

見
道
師
へ
埼
玉
県
仏
会
長
）
、
河
野
亮
永
師
（
全

仏
組
織
専
門
委
員
）
、
増
田
貞
王
師
（
前
全
日

仏
青
理
事
長
）
が
挨
拶
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

　
　
①
役
員
選
出

　
先
に
平
原
隆
秀
理
事
長
と
鈴
木
皇
城
事
務
局

長
決
定
を
み
て
い
る
の
で
、
そ
の
他
の
役
員
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
役
員
が
選
出

さ
れ
た
。

　
△
副
理
事
長
V
大
内
啓
輔
（
山
形
県
青
年
仏

教
会
）
雲
井
世
雄
（
神
戸
仏
教
青
年
連
合
会
）

永
倉
嘉
文
（
神
奈
川
県
仏
教
青
年
同
友
会
）

　
〈
常
任
理
事
〉
中
村
義
英
（
智
山
）
西
郊
良

光
（
天
台
）
須
賀
野
秀
治
（
豊
山
）
門
脇
允
元

（
曹
洞
）
能
登
海
正
（
日
蓮
）
江
口
定
信
（
浄
土
）

大
越
孝
一
（
茨
城
）
田
中
光
成
（
東
京
仏
青
）
浜

野
龍
生
（
埼
玉
仏
青
）
海
老
信
行
（
大
阪
仏
青
）

　
こ
れ
ら
役
員
は
近
々
開
催
予
定
の
総
会
ま
で

の
残
任
期
間
の
任
期
で
、
総
会
の
席
上
に
お
い

て
再
び
役
員
改
選
が
行
な
わ
れ
る
。

　
　
②
予
算
・
事
業

　
加
盟
負
担
金
は
年
間
一
万
円
と
し
て
、
昭
和

五
十
二
年
度
よ
り
と
す
る
。
事
業
方
針
の
大
要

と
し
て
事
務
局
よ
り
次
の
よ
う
に
説
明
が
あ
っ

た
。

理
事
長
就
任
に
当
っ
て

全
日
仏
青
理
事
長

　
　
　
　
平
原
隆
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
る
一
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
二
日
、
東
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
芝
の
仏
教
伝
道

　　

@　
@　
@　

ﾚ
盤
騨
細
読

　
　
　
．
」
…
　
…
　
　
　
　
た
全
日
本
仏
教

　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ド
ニ
ノ
ド
さ
　
　
ロ
コ
コ
ロ
ゐ
む
ロ
ロ
ハ
セ

鰯
纏
難
デ
潭
繧
撫

仏
青
代
表
者
会
議
（
再
建
の
た
め
の
理
事
会
）

の
席
上
、
増
田
貞
円
師
の
後
を
う
け
、
不
肖
私

が
新
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ご
承
知

の
通
り
全
日
仏
青
は
昭
和
四
十
九
年
十
一
月
の

「
全
仏
知
恩
院
大
会
」
を
機
縁
と
し
て
、
　
”
新

生
”
と
し
て
発
足
し
た
わ
け
で
す
が
、
諸
般
の

事
情
で
、
組
織
づ
く
り
の
第
一
歩
か
ら
沈
滞
の

域
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
今
日
に
至
っ
て

し
ま
っ
た
訳
で
す
。

　
一
、
第
二
十
五
回
全
仏
埼
玉
大
会
参
加

　
一
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
参
加

　
一
、
仏
青
未
組
織
地
域
へ
の
組
織
化
促
進

　
　
③
機
構
・
組
織
強
化

　
ま
ず
仏
青
未
組
織
地
域
に
対
す
る
組
織
化
が

急
務
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
都
道
府
県
単
位
の

仏
青
は
四
団
体
し
か
な
く
、
こ
の
強
化
に
全
力

を
注
が
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
と
も
に
市
町
村
門

歯
、
大
学
仏
事
の
組
織
強
化
に
積
極
的
に
取
り

く
む
こ
と
で
　
よ
り
充
実
し
た
機
構
が
誕
生
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
度
は
“
新
生
”
を
誓
い
合
っ
た
私
を
含

む
多
く
の
メ
ン
バ
ー
全
て
の
責
任
に
お
い
て
、

新
た
な
る
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
、
今
後
の
組
織

確
立
に
遭
進
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
幸
い
に

し
て
、
全
国
に
は
有
能
か
つ
熱
意
と
理
解
の
勝

友
が
居
ら
れ
、
宗
派
を
越
え
て
、
地
域
を
越
え

て
全
一
仏
教
青
年
の
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
気
運
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
ま
た
父
母
に
等
し

い
全
日
仏
当
局
に
お
か
れ
て
も
、
微
力
な
私
共

に
大
い
な
る
期
待
を
寄
せ
ら
れ
、
最
大
限
の
援

助
と
協
力
を
惜
し
ま
ぬ
と
、
激
励
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
期
待
に
そ
う
べ
く
頑
張
る
覚

悟
で
む
ざ
い
ま
す
。
二
回
に
わ
た
る
代
表
者
会

議
に
お
い
て
多
く
の
方
々
か
ら
、
な
み
な
み
な

ら
ぬ
意
気
込
み
と
、
積
極
的
な
｝
e
発
言
に
接
し

た
わ
け
で
す
が
、
た
だ
た
だ
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
を
着
実
に
、
全
力
を
傾
注
し
て
遂
行
す
べ

し
と
自
ら
に
誓
う
の
み
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
と
さ
ら
に
全
日
仏
青
に
限
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
織
は
一
部
の
人
に
よ
っ
て

運
営
す
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
さ
せ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
も
な
り
ま
せ
ん
。
地
に

足
を
ふ
ま
え
ぬ
高
望
み
に
終
始
す
べ
き
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
実
現
の
可
能
な
も
の
か
ら
ド
シ
ド

シ
手
を
つ
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
度
の
事
業
の
根
幹
と
な
る
べ
き
事
項
は

先
ず
も
っ
て
「
都
道
府
県
仏
青
結
成
の
促
進
」

を
挙
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
埼
玉
、
神
奈
川
、
兵
庫
、
山
形
の
四
差
置
青

が
、
す
で
に
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
組
織

化
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
困
難
が
つ
き
ま
と
う

と
お
も
う
が
、
例
え
一
重
で
も
二
酉
で
も
結
成

さ
れ
れ
ば
…
…
と
念
じ
て
努
力
を
尽
し
て
み
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
年
六
月
に
は
仏
工
東
北
会
議
を
行
う
計
画

も
た
て
て
い
ま
す
◎

　
き
れ
い
O
と
に
終
ら
ず
、
汚
れ
仕
事
を
し
な

が
ら
現
実
に
即
し
た
仏
青
活
動
を
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
本
年
は
埼
玉
大
会
も
あ
り
、
来
年
は
世
界
大

会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
可
能
な
限
り
盛
．
り
立
て

役
を
し
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
・

　
全
日
仏
青
は
現
段
階
で
は
事
業
団
体
と
い
う

よ
り
連
絡
協
議
会
的
な
役
割
り
が
強
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
仏
青
の
地
に
つ
い
た
事
業
は
各
地
域
仏
青
が

社
会
の
ニ
ー
ズ
を
探
り
な
が
ら
、
企
画
し
強
力

に
行
っ
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
存
じ
ま
す
。

　
宗
派
仏
青
、
地
域
仏
青
の
メ
ン
バ
ー
は
青
年

の
意
気
と
情
熱
を
も
っ
て
仏
青
活
動
を
し
、
ま

た
社
会
と
密
接
な
図
り
の
も
と
に
仏
教
を
社
会

に
生
か
し
て
ゆ
く
べ
き
時
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　
全
日
仏
単
車
も
遅
々
と
し
な
が
ら
も
、
先
輩

六
師
の
深
い
ご
理
解
と
む
協
力
を
賜
わ
り
な
が

ら
、
本
来
の
姿
へ
と
前
進
し
て
行
く
よ
う
頑
張

る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

「
6
一

縣畢［一鞭
「零下鴨～砲蘇州　　　　　　一冠」　　　騙　，ヤー“幽　　一．」昏」ノ　　　　　r｛



昭和52年5月1日

全
日
仏
で
推
せ
ん
候
補

七
月
の
参
議
院
選
挙
に

　
七
月
に
施
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議
院
議

員
選
挙
に
あ
た
り
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
立
侯

補
予
定
者
に
推
薦
状
を
交
付
し
、
支
援
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
言
論
推
薦
は
、
加
盟
各
宗
派
・
県
仏
・

団
体
に
対
し
、
そ
の
推
薦
方
を
要
請
し
、
聖
霊

者
が
推
薦
団
体
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
護

者
、
も
し
く
は
そ
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し

て
申
請
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
推
薦
侯
補
者
は
ほ
と
ん
ど
が
加
盟
宗
派
の
檀

信
徒
で
、
当
選
の
暁
に
は
仏
教
徒
と
し
て
の
大

い
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
、
各
位
の
誠
意
あ
る

強
力
な
支
援
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
一
①
推
薦
団
体
②
略
歴
　
③
現
職
1
1

一
全
国
区
1
1

村
　
田
　
直

治
　
3
3
歳

　
1
1
地
方
区
－
一

香
川
県

　
真
　
鍋
　
賢

購鑛

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
孤
児
に
愛
の
手
を
〃
“

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
は
、
印
パ
戦
争
の
影

響
や
、
モ
ン
ス
ー
ン
な
ど
の
天
災
に
よ
っ
て

大
き
な
被
害
を
う
け
、
お
び
た
だ
し
い
難
民

に
混
じ
っ
て
、
幾
多
の
孤
児
が
飢
え
と
病
い

に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ダ
ッ
カ
と
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
在
る
「
仏
教
孤

児
院
」
に
は
四
百
名
に
の
ぼ
る
孤
児
が
収
容

さ
れ
、
仏
教
教
育
を
う
け
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
社
会
復
帰
に
努
力
し
て

お
り
ま
す
が
、
日
常
の
食
糧
、
衣
類
、
薬
品

に
い
ま
な
お
相
当
の
欠
乏
を
見
て
お
り
、
そ

の
う
え
孤
児
院
に
入
れ
な
い
孤
児
が
ま
だ
ま

だ
多
数
い
る
と
い
う
窮
状
を
、
同
じ
仏
教
徒

と
し
て
黙
視
し
得
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
◎

　
何
卒
こ
れ
ら
幾
多
の
孤
児
救
済
の
た
め
に

皆
様
の
善
意
を
伝
達
い
た
し
た
く
、
救
援
資

金
の
募
集
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
御

協
力
下
さ
る
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
目
的
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
国
ダ
ッ
カ

　
　
　
　
市
在
ダ
ン
マ
ラ
ー
ジ
カ
仏
教
孤

　
　
　
　
児
院
・
チ
ッ
タ
ゴ
ン
市
在
ア
グ

　
　
　
　
　
ラ
サ
ラ
仏
教
孤
児
院
に
対
す
る

　
　
　
　
救
援

　
送
金
先
　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
の
五

　
　
　
　
　
の
五
　
（
財
）
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
事
務
総
局

　
　
　
　
　
振
替
東
京
2
・
5
9
5
4
7

　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
）
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
ロ
座
　
東
海
銀
行
浅
草
支
店

　
　
　
　
　
＝
二
五
－
四
三
七
　
全
日
本
仏

　
　
　
　
　
教
会
・
鎌
田
良
昭

　
主
　
唱
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

二二

　
　
自
民
・
新

①
曹
洞
宗
②
駒
沢
大

経
済
卒
衆
議
員
議

員
秘
書
青
年
会
議

所
会
員
　
駒
沢
大
学

評
議
員
詩
人
連
盟

会
員
③
曹
洞
宗
僧
侶
，
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二
　
4
1
歳
　
　
自
民
・
新

①
香
川
県
仏
教
会
②

岐
阜
大
農
学
部
卒

大
平
代
議
士
秘
書

通
産
大
臣
秘
書
官

外
務
・
大
蔵
大
臣
秘

書

　
　
　
中
国
仏
教
会
来
日
延
期

　
四
月
二
十
五
日
に
来
日
が
予
定
さ
れ
て
い
た

中
国
仏
教
会
代
表
団
は
都
合
に
よ
り
、
来
日
が

延
期
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
な
ら
び
に
本

山
に
対
し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

・
バ
ン
グ
ラ
救
援
寄
金

五
万
円

　
木
辺
宣
慈
（
滋
賀
）

三
万
二
千
円

　
花
園
婦
人
会
（
岡
山
）

三
万
円

　
金
剛
院
（
東
京
）

一
万
円

　
諸
田
万
作
、
木
村
和
正
（
東
京
）

仏
歯
寺
長
老
歓
迎
に
協
力
を

　
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
界
の
長
老
、
チ
ャ
ン
タ
ナ

ン
ダ
大
僧
正
（
仏
歯
寺
管
長
）
が
、
韓
国
で
の

仏
誕
二
千
六
百
年
祭
の
帰
途
、
五
月
二
十
七
日

か
ら
一
週
間
ほ
ど
日
本
に
立
寄
り
ま
す
。
む
承

知
の
よ
う
に
ス
リ
ラ
ン
カ
は
外
貨
制
限
が
厳
し

く
、
滞
在
費
は
ど
う
し
て
も
日
本
で
負
担
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
の
仏
歯
寺
は
日
本
仏
教
徒
が

必
ず
参
拝
し
、
多
く
の
方
々
が
歓
待
を
う
け
て

お
り
ま
す
。
こ
の
幾
会
に
麻
布
照
海
師
、
丹
羽

廉
芳
師
等
が
発
起
人
と
な
り
「
仏
書
寺
管
長
チ

ャ
ン
タ
ナ
ン
ダ
長
老
歓
迎
委
員
会
」
を
作
り
、

委
員
一
名
が
最
低
一
口
一
万
円
を
出
資
し
歓
迎

す
べ
く
準
備
中
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。
　
（
全
仏
国
一
部
）

％
0
8
脅
u
8
0
8
0
8
0
8
0
8
h
u
。
R
日
6
0
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浄
土
宗
と
黒
谷
浄
土
宗
の
合
同
成
る

▼
浄
土
宗
と
黒
谷
浄
土
宗
の
合
同
が
、
三
月
八

日
に
正
式
に
成
立
し
た
。
こ
れ
は
分
派
し
て
以

来
三
十
一
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
法
然
上
人
開
宗

八
百
年
越
機
会
に
双
方
で
話
し
合
い
が
す
す
め

ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
全
仏
事
務
総
局
人
事

▼
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
で
は
左
の
よ
う
な

人
事
移
動
が
行
な
わ
れ
た
。

　
財
務
部
長
・
小
峰
令
丸
・
退
任

　
文
化
部
長
・
花
木
義
光
・
新
任
　
真
言
智
山

　
財
務
部
長
・
市
橋
俊
昭
・
文
化
部
長
よ
り

　
総
務
雇
員
・
宮
沢
フ
ジ
子
・
新
任

　
　
鑓
仰
会
が
公
開
討
論
会

▼
仏
教
懇
懇
会
で
は
四
月
八
日
午
後
六
時
よ
り

東
京
・
読
売
ホ
ー
ル
で
、
第
十
九
回
花
ま
つ
り

記
念
「
公
開
討
論
会
」
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ

”
政
治
家
に
宗
教
心
を
聞
く
κ
と
い
う
こ
と
で

自
民
党
を
は
じ
め
各
党
よ
り
一
名
の
代
表
と
、

仏
教
側
の
代
表
に
よ
る
討
論
会
で
、
お
互
い
に

注
文
等
が
出
さ
れ
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
　
兵
庫
県
仏
事
務
所
変
更

▼
兵
暉
県
仏
教
会
で
は
、
四
月
一
日
を
も
っ
て

事
務
所
を
左
記
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
（
新
事
務
所
）
神
戸
市
兵
庫
区
西
柳
原
町
十

の
十
　
福
町
寺
内

　
　
W
F
B
執
行
委
員
会
日
程

▼
W
F
B
執
行
委
員
会
は
、
五
月
二
十
一
日
に

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
。
こ
れ
に
先

だ
ち
プ
ー
ン
会
長
等
は
十
九
日
に
来
日
予
定
。

二
十
日
の
夕
方
に
歓
迎
会
が
開
か
れ
る
。

昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号
第
二
二
八
号

1胴嘱昌■瞬

正

訓

　
長
田
恒
雄
氏
（
詩
人
）
　
三
月
三
十
日
急
性

肺
炎
を
併
発
し
て
死
去
、
七
十
四
歳
。
日
本
現

代
詩
人
会
、
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
。
同
人
詩
「
現

代
詩
研
究
」
を
主
宰
。
作
品
に
「
蓮
如
上
人
」

な
ど
仏
教
的
な
も
の
も
多
い
。

　
林
雲
離
師
（
台
湾
・
宝
覚
寺
住
職
）
　
四
月

六
日
心
筋
梗
塞
の
た
め
遷
化
、
五
十
七
歳
。
妙

心
寺
で
修
行
、
花
園
大
学
に
学
ぶ
。
日
本
人
遺

骨
一
万
五
千
体
を
保
管
、
納
骨
堂
を
建
立
し
回

向
す
る
親
日
家
。
本
葬
は
五
月
十
七
日
二
時
。

W
F
B
事
務
局
録
事
（
4
月
）一

局
内
会
議

辻
顕
隆
師
来
局

各
委
員
会
委
員
長
会
議

総
務
委
員
会

渉
外
委
員
会

会
議
委
員
会

局
内
会
議

式
典
委
員
会

接
待
委
員
会

ス
パ
エ
師
来
局

天
皇
陛
下
御
在
位
五
十
年
記
念

六
日

十
二
日

十
四
日

十
六
日

十
八
日

十
九
日

二
十
五
日

……

月
ゅ
忠
ｺ
期
轟
．
猷
屡
…
…

　
六
日

　
八
日

十
八
日

局
内
会
議

仏
教
讃
仰
会
花
ま
つ
り
出
席

常
務
理
事
会

局
内
会
議

国
際
専
門
委
員
会

第十二回世界仏教徒会議（WFB）日本大会協賛

天皇陛下におかれましてはこ
のたび、日本の歴史に永遠に
輝く御在位五十年の御慶賀を
お迎えになられました。天皇
陛下の幾久しいご健勝、世界
と日本の平和を念じつつ特別

発行されました記念の品を謹
んでご案内申し上げます。 灘癬　　。　一

◎鷺灘踊

1灘攣鐸i

二
十
二
日

越
歎
麟
醐
鉦
雌

・
陣
0
0
0

《
0
0
0

　
　
3
　
　
付

　
　
　
　
　
　
ス

発
行
所
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
無

二純度検定保証コ
直径50喘・重量98g

直径35％・重量28g

直径50％・重量50g
；桐製ご愛蔵ケー一

局
製
製
製
望

薄
金
金
日

工
■
■
■

●おはがきの場合
おはが啓に下の肥入例の様に品名・価
格・数量・住所・氏名・電話番号等ご
肥入の上ご投函下さい。

　申込書
（例）

　記念メダル

100，000円1個

〒ご住所

　ご氏名　㊥
TEL

　　　璽二便‘まカ《き

國　　囮●ロロ

●お電話の場合
　　　03（269）6701

仏教タイムス社事業部
　　　　　　　　　　　記念品係
●代金は現品お受け取りの時にお支払い下さい。
●梱包料・送料は全顧当方負担でお届けいたしま
　す．また、万一現品破損等が生じた場合は自任
　をもってお取り替えいたしま†．
●本記念品の取扱いは日夕株式会社が代行し万全
　を期して行いま†．（証明番号B27－253》
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